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研究成果の概要（和文）：慢性心不全（CHF）患者において炎症性サイトカインや酸化ストレスは重症度および予後に
関連することが報告されている。一方CHF患者において心臓リハビリテーション（CR）が有用であることは広く知られ
ている。我々はCHF患者においてCR参加が炎症性サイトカインおよび酸化ストレス及ぼす影響について検討を行った。
運動耐容能が低いCHF患者では炎症性サイトカインおよび酸化ストレス高値であることが分かった。また、CHF患者にお
いて適度な運動が炎症性サイトカインや酸化ストレスを低下させることが判明した。

研究成果の概要（英文）：Inflammatory cytokine and oxidative stress is important factor to predict severity
 and prognosis in chronic heart failure (CHF). On the other hands, in CHF patient cardiac rehabilitation (
CR) provided an improvement in clinical outcome. Thus, we examined whether attending cardiac rehabilitatio
n lead CHF patients to favorable clinical outcomes. CHF patients with exercise intolerance had higher infl
ammatory cytokine and oxidative stress. In addition, appropriate regular exercise provided improvement inf
lammatory cytokine and oxidative stress in CHF. 
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１．研究開始当初の背景 
慢性心不全患者における運動療法をはじめ
とした心臓リハビリテーションの有効性に
ついて多くのエビデンスを有しているが本
邦でのエビデンスは乏しい。慢性心不全患者
の病態に炎症性サイトカインや酸化ストレ
スが大きく関与していることが近年多く報
告されている。しかしながら、心臓リハビリ
テーションが炎症性サイトカインマーカー
や酸化ストレスマーカーを改善するかどう
かについては十分検討されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は心臓リハビリテーションに
おいて過去に報告されている有効性の機序
に加えて新しい炎症性サイトカインマーカ
ーや酸化ストレスマーカーの改善に着目し、
科学的根拠を示すことである。 
 
３．研究の方法 
当院のリハビリテーションセンターにおい
て心臓リハビリテーションに参加され、開始
後 12 週間まで外来リハビリテーションを継
続した患者を対象とした。患者は運動療法開
始時に心肺運動負荷試験、心エコー、血液検
査、尿検査を行い、心肺運動負荷試験の結果
処方された運動処方に基づき運動療法を中
心とした心臓リハビリテーションを 12 週行
う。12 週後に開始時と同様に各種検査を行う。 
患者は1週間当たりの運動療法施行時間によ
り 4群にに分類し、心機能、運動耐容能の改
善度、炎症性サイトカインマーカー、酸化ス
トレスマーカーの改善度の関係について検
討する。 
 
４．研究成果 
運動耐容能が低いCHF患者では炎症性サイト
カインおよび酸化ストレス高値であること
が分かった。また、CHF 患者において適度な
運動が炎症性サイトカインや酸化ストレス
を低下させることが判明した 
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